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「司法分野における行動科学の実際」 

（家庭裁判所調査官の仕事について） 

  

皆さんは、「家庭裁判所 調査官」という仕事をご存じですか？ 

おそらく、多くの方がその仕事について詳しくないのではと思います。家庭裁判所調査官は、夫

婦や親族間の争いなどの家事事件、非行をした少年に関する少年事件などについて調査を行う

のが主な仕事です。そのような調査官の仕事には、心理学などさまざまな学問分野の知見が活

かされています。 

今回は、実際に調査官として働いている先生をお招きし、特別公開授業を行います。貴重な機

会ですので、ぜひ、多くの方に参加いただきたいと思います。 

 

日 時 ： 

 

内 容 ： 

 

講 師 ： 

 

会 場 ： 

 

対 象 ： 

 

 

お申し込み： 

2019年12月5日（木）10時40分～12時20分 

 

家庭裁判所調査官の仕事について 

 

横浜家庭裁判所 相模原支部 家庭裁判所調査官 

 

明々館９階 A９０９教室 

 

今回のテーマに興味・関心のある学群生、大学院生 

（特に、心理学、社会学、法律関係を学ぶ学群生、大学院生） 

 

不要 

 

●問い合わせ● 

リベラルアーツ学群心理学専攻 

担当：種市 康太郎：tane@obirin.ac.jp 

ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 


